
公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 今年も、出雲崎の芸術・文化の祭典『生涯学習フェスティバル』を開催します！ 

 以下のとおり盛りだくさんの内容で開催しますので、大勢の皆さんのお越しをお待ちしています。（各イ

ベントの詳細は、後日配布する案内チラシをご覧ください。） 

 また、展示作品を募集しておりますので、出品希望の方は 10月 20 日（月）までに中央公民館にお申込み

ください。 ※作品搬入期間は、10 月 27 日（月）から 30 日（水）まで。 

 今年も、国内外で活躍されている講師を迎え、出雲崎

小・中学校の児童・生徒を対象に大きな夢や希望、誇りを

持って豊かな人生設計をしてもらうため、『未来の夢子ど

も体験講演会』を 10 月 29 日（水）に開催します。 

 今年の講師は、テレビ等でもご活躍されている作家の乙

武洋匡氏に決定し、演題は“生き方「チャレンジ精神を忘

れずに」”となっております。 

 なお、当日は一般席も解放いたしますが、詳細な日程等

は別紙の開催案内をご覧ください。 
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○大人の書道教室 ２日（木）・１６日（木）  ○めばえ教室 ３日（金）・３１日（金） 

○出雲崎ッズ ６日（月）・２０日（月）  ○絵画教室 ９日（木）・２３日（木） 

○英会話教室 ９日（木）・１６日（木）・２３日（木）・３０日（木） 

○出雲崎総合大学 １１日（土）・２１日（火）  ○第 23回天の河俳句大会 １８日（土） 

○ガーデニング教室 １８日（土） 

昨
年
度
の 

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
様
子 

講師に作家の 

決定‼ 

10 月 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

 諦める前に、踏み出せ。思い込みの壁を打ち砕け! 

想いがつらなり響く時、昨日と違う明日が待っている!児

童養護施設を舞台に繰り広げられるドラマティック長篇。 

明日の子供たち  ･･･有川 浩 著 

時は元禄、東北小藩の山村が一夜にして壊滅する――。 

突如現れた“怪物”に人々はどう立ち向かうのか？ 

現代を生きる私たちに勇気を届ける大型時代小説！ 

荒神  ･･･宮部 みゆき 著 

27 年間、兄だと信じていた男は偽者なのではないか――。 

全盲の和久が、兄の正体に迫るべく真相を追う。 

第 60 回を迎える記念の年にふさわしい、江戸川乱歩賞 

受賞作! 

ミッドナイト・バス  

･･･伊吹 有喜 著 
 東京での仕事に挫折し、故郷で深夜バスの運転手として

働く利一。あるとき乗車してきたのは、十六年前に別れた

妻だった。おだやかな筆致で描かれる、家族の再生。そし

て再出発。 

闇に香る嘘  ･･･下村 敦史 著 

9 月 10 日（水）、今年で 10 回目を迎えた「良寛さんの心 書道展」の審査

会を開催しました。今回は出雲崎小・中学校の児童・生徒あわせて 280 名の

力作が揃い、下記の皆さんが特別賞を受賞しました。また、9 月 13 日（土）

～23 日（祝）には、中央公民館講堂に全作品を展示しました。 

◆特別賞受賞者◆ 

○出雲崎町長賞 ○出雲崎町議会議長賞 

佐々木 颯哉さん（中３） 下條 優大さん（小６） 

○出雲崎町教育長賞   

三富 香奈さん（小１） 三輪 太輝さん（小２） 中澤 真依さん（小３） 

小林 正和さん（小４） 高橋 道人さん（小５） 小川 純平さん（中１） 

吉田佳名恵さん（中２）   

 

上越市 高田別院 山門を見学 

6 月に始まった出雲崎総合大学も、9 月で全 15 コースの折

り返しとなり、9 月 9 日（火）の講座では、福岡県立大学の

岡本雅享様を講師に迎え、｢島根県出雲市（出雲国・出雲大社）

との関わり」と題して開催しました。 

また、9 月 26 日（金）には、上越市の楞厳寺及び西方寺な

どを訪れ、伝統建築物保護修復専攻建築士の山﨑完一様によ

る｢出雲崎宮大工訪問Ⅴ」を実施し、両日ともに、大勢の受講

生の皆さまが参加されました。 

 次回 10 月 11 日（土）には、良寛研究家の小島正芳様によ

る「良寛の書を学ぶ」と題した講座が開催されます。 

 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

〈出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

一
葉
落
ち
て
天
下
の
秋
を
知
る 

空
が
高
く
、
澄
み
わ
た
る
秋
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
時

節
は
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
し
て
、
作

品
鑑
賞
や
自
然
の
美
し
さ
に
心
を
寄
せ
る
、
素
晴
ら
し
い

頃
合
い
だ
。
様
々
な
催
し
が
目
白
押
し
で
あ
る
。 

 

先
般
、
長
岡
地
域
の
児
童
生
徒
に
よ
る
「
科
学
研
究
発

表
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

町
の
小
学
生
も
６
名
が
参
加
し
、
発
表
し
た
（
全
体
研

究
数
118
）
。
６
名
の
発
表
も
、
長
期
に
わ
た
る
実
験
・
観

察
の
上
で
の
研
究
で
、
優
秀
だ
。
難
解
な
も
の
を
さ
け
る

傾
向
の
あ
る
今
、
科
学
へ
の
関
心
や
仮
説
を
立
て
て
解
明

し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
と
実
践
を
讃
え
た
い
。 

物
理
や
化
学
、
生
物
、
地
学
な
ど
の
限
ら
れ
た
分
野
で

あ
る
が
、
科
学
的
に
立
証
す
る
各
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、

色
々
と
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。 

実
験
か
ら
得
ら
れ
た
考
察
は
、
例
え
初
歩
的
で
あ
る
と

し
て
も
決
し
て
疎
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
過
去
の
偉
大

な
発
見
・
発
明
も
、
そ
の
基
は
ご
く
微
細
な
も
の
で
あ
っ

た
と
思
う
と
、
小
中
学
生
の
発
表
が
新
鮮
に
感
じ
た
。 

 

原
始
時
代
を
含
め
、
人
類
最
大
の
発
明
・
発
見
は
「
火

の
発
明
（
発
見
）
」
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
発

明
に
よ
っ
て
、
暖
が
と
れ
る
、
生
も
の
を
煮
炊
き
で
き
る
、

獣
か
ら
防
御
で
き
る
、
灯
り
が
と
れ
る
・
・
・
、
こ
の
こ

と
を
基
に
、
生
活
時
間
の
有
効
活
用
、
生
産
の
増
長
、
活

用
の
た
め
の
創
意
工
夫
な
ど
、
様
々
な
面
で
発
展
し
続

け
、
一
つ
の
発
見
が
人
類
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。 

 
 

最
近
で
は
、
山
中
伸
弥
氏
（
京
大
研
究
グ
ル
ー
プ
）
が

発
見
し
た
再
生
医
療
「
人
工
多
能
性
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
）
細
胞
」

の
実
用
化
が
期
待
さ
れ
、
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。
世
の
た
め
に
、
今
現
在
も
研
究
・
実
験
が
積
み
重
ね

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

先
月
末
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
た
が
、
木
曽
・
御

嶽
山
が
噴
火
し
た
。
秋
の
自
然
美
を
求
め
て
の
登
山
が
一

転
し
た
。
水
蒸
気
爆
発
に
よ
る
噴
石
・
有
毒
ガ
ス
・
火
山

灰
な
ど
で
、
痛
ま
し
く
も
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
。

火
口
か
ら
吹
き
出
す
石
や
岩
は
秒
速
200
ｍ
、
時
速
720
㎞

（
火
山
噴
火
予
知
連
絡
会
）
と
い
う
か
ら
、
当
た
れ
ば
ひ

と
た
ま
り
も
な
い
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
噴
火
の
前
兆
は
捉

え
に
く
く
、
突
然
の
噴
火
へ
の
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
と

い
う
。 

こ
じ
つ
け
が
ま
し
い
が
、
『
一
葉
落
ち
て
天
下
の
秋
を

知
る
』
が
あ
る
。
〝
わ
ず
か
な
前
兆
を
見
て
、
後
に
起
き

る
こ
と
を
予
知
す
る
〟
こ
と
の
た
と
え
だ
。
急
速
に
科
学

の
発
達
し
た
今
の
時
代
、
ま
さ
に
予
知
・
予
見
の
対
策
を

今
以
上
に
講
じ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

充
足
し
た
社
会
の
よ
う
だ
が
、
い
ろ
ん
な
分
野
で
研
究

の
余
地
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
だ
。
世
に
貢
献
さ
れ
る
科

学
研
究
は
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
「
継
続
」
さ
れ
、
「
伝

承
」
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら
、
将
来
の
担

い
手
と
な
る
子
ど
も
達
の
、
は
て
な
？
不
思
議
だ
な
？
か

ら
始
ま
る
「
科
学
の
目
」
を
大
切
に
育
て
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
国
も
学
校
も
理
科
の
力
を
伸
ば
そ
う
と
取
り
組

ん
で
い
る
。 

夕
顔
の
白
き
大
輪
暮
れ
残
る 

  

羽
黒
町  

太
古 

誠
一 

雨
あ
が
り
闇
へ
虫
の
音
太
り
ゆ
く 

て
ま
り
団
地 

本
間 

加
津 

  

 
  

 
  

 
   

     

字
余
り
の
一
字
の
思
案
残
暑
か
な 

木
折
町  

島
宗 

宗
子  

鬼
の
顔
ゆ
ら
ゆ
ら
酔
ふ
て
す
す
き
か
な 

尼 

瀬  

小
黒 

大 
  

皿
の
上
た
く
さ
ん
ぶ
ど
う
が
の
っ
て
い
る 

五
年
生  

高
橋 

道
人  

ま
ど
ぎ
わ
に
ゆ
れ
る
一
輪
秋
桜 

六
年
生  

吉
田 

鈴
音  

ぶ
ど
う
か
ご
赤
青
黒
が
は
い
っ
て
い
る 

五
年
生  

太
古 

光
星  

た
い
ぐ
ん
の
ア
カ
ト
ン
ボ
ら
が
飛
ん
で
い
る 

四
年
生  

佐
藤 

久
遠  

赤
と
ん
ぼ
目
が
う
ず
ま
き
に
な
る
か
も
ね 

四
年
生  

高
橋 

美
海  

栗
一
つ
に
ぎ
り
て
帰
る
子
供
か
な 

六
年
生  

小
川 

快
斗 

 

 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 月 23 日(祝)、福島県柳津町 B&G 海洋センター体育

館ほかを会場に柳津町・出雲崎町親善スポーツ大会を開

催しました。町体育協会所属の団体から野球・卓球・ゲ

ートボールが代表として参加し、柳津町の皆さんとスポ

ーツで交流を深めました。 

各会場では、真剣に競い合いながらも、試合後は勝ち

負け関係なく健闘をたたえあう姿が見られました。 

初の３種目同時開催であり、両町の絆をさらに確かな

ものとする、活気ある交流会となりました。 

  

 9 月 28 日（日）、第８回町民ウォーキングを開催しました。今年も天候に恵まれ、79 名の皆さんが青空の

下でウォーキングを楽しみました。通常のウォーキングのほか、専用のポールを使って上半身の動きを加え

ることで運動効率を高めるノルディックウォーキングも好評でした。 

今回は自分に合った距離を選べるコース制になったため、幅広い年代から参加がありました。一番人気は

最も長い８キロで、夕日ライン橋からの眺望と潮風を楽しめるコースでした。短いコースでは 30 分、長い

コースでは休憩も含めて２時間ほどで参加者全員がゴールすることができました。 

 町民体育館ではノルディックポールの貸出を行っています。興味のある方はぜひご利用ください。 

※小学生バスケットボール教室は応募人数が少なかったため、 

 開催を１月以降に延期いたします。ご了承ください。 

１期教室 10/8 終了 ２期教室 10/22, 29  

対 象：町内在住の 16 歳以上、65 歳未満の方 

 会 場：町民体育館トレーニング室 

 日 時：10 月 22 日から 3 月 25 日までの水曜日 

     19 時 30 分～21 時（初回のみ 19 時から） 

 講 師：山本 潤 先生（ﾌｨｯﾄﾈｽｻｰｸﾙﾕｳｷ）ほか 

その他：詳細は、本日配布の別紙折込案内をご覧 

ください。 

 

日 時：10 月 22 日（水）19:00  受付 

 会 場：町民体育館アリーナ、２階走路 

 その他：詳細は、本日配布の別紙回覧文書を 

ご覧ください。 

10/9  13:00～10/10 17:00 

10/28  9:00～10/29 17:00 

11/1～11/3   終日 

右記の期間は町行事等

のためアリーナは利用

できません。 


